












































































































































































































































































































































































































































































































































4) 『大和俗訓」巻之ー，為学上。以下， 「大和俗訓 jからの引用は「益軒全集』巻之三（益軒會編纂，益
軒全集刊行部。明治44年）所収のものによる。表記は適宜改めた箇所もある。
5)天地の働きを生成とするのは， 「易経 j繋辞下伝に「天地之大徳日生」とある箇所に基づいて，古来か
ら考えられている儒学の伝統的な考え方である。儒学では，この天地の働きである生成の徳が人間に生
まれ付いたものを「仁」であるとし，人間と天地の連続性，同質性を説く。益軒もそのような儒学の伝
統的な考えに則って自説を展開している。この考えが益軒独自のものではなく，当時の，朱子学者の共
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通認識であることを確認するために，益軒より少し前に活躍した朱子学者林羅山（天正11(1583)一明
歴3(1657))の考えを以下に引いておく。「夫天地造化卜云物ハ，夕ゞ万物ヲ生ズルヲモッテ心トシ，
シハザトスルゾ。（中略）ムカショリ今二至ルマデ，一息ノ人間モタヘセズ，クルリクルリトシテ，メ
グリメグリテ物ヲ生ズルヲ心トシ，シハザトスルゾ。（中略）夕ゞ平生，物ヲ生ズルヲモッテ天地ノワ
ザトスルホドニ，草木・禽獣・ 万物ニイタルマデ，天地ノ生意ノ中ヨリ出ルゾ。サルホドニ，物々ミナ
天理ヲ具セヌモノハナヒゾ。（中略）天地物ヲ生ズルノ心ヲ以テ心トシテ，人ミナ仁義ノ心ナクテハカ
ナハヌゾ。故二仁・義・礼・智ハ， ミナ天ノ与フルトコロゾ。仁卜云モノハ，天理ニアリテハ，物ヲ生
ズルノ心ゾ。人ニアリテハ，慈愛ノ心ゾ。慈愛ノ心ハ仁ゾ。」（『春鑑抄J,岩波日本思想大系r藤原恨
高 林羅山」所収，石田一良校注のものから引用。表記は適宜改めた所もある。下線は田畑。）
6)「人は天地の正気をうけて生るる故に，万物すぐれて其の心明らかにして，五常の性を受け，天地の心
を以て心として，万物の内にて其の品いとたふとければ，万物の霊とはのたまへるなるべし。霊とは，
心に明らかなるたましひあるをいふ。天地は万物をうみ養ひ給ふ中にも，人をあつくあはれみ給ふこと，
鳥獣草木にことなり。」（『大和俗訓』巻之一為学上）と，益軒は「書経」の一節「天地は万物の父母，
人は万物の霊なり。」について説明し，人間の万物に対する優越性，及び天地から最も愛されているこ
とを指摘している。この，人間を「万物の霊長」とする考え方も，儒学の伝統的考え方ではあるが，そ
こに「天地」の「愛」をよみこもうとするところは，益軒の特色である。また，蛇足ではあるが，益軒
も，他の儒学者と同様，生まれの尊さのみを主張するのでなく，後天的努力こそが人を人たらしめると
考えている。このことは次に引く一節を見ると明白である。「人と生れてまなばざれば，人の道をしら
ずして，人と生れたるかひなし。是れ人とうまれて学ばざれば，生れざると同じきなり。」（同）
7)天地と万物（人間存在）と親子関係のアナロジーもまた，儒学の基本的な考え方である。注6に引用し
た箇所と少し重複するが「天地は万物をうみ養ひ給ふ中にも，人をあっくあはれみ給ふこと，鳥獣草木
にことなり。ここを以て萬物のうちにて，もはら人を以て天地の子とせり。されば，人は天を父とし，
地を母として，かぎりなき天地の大恩を受けたり。」（同）と益軒は言い，人間と天地を親子関係で理解
した上で，その関係を「恩」によって意味付けようとする。「恩」については，注8参照。
8)人間が受ける「天地の恩」を益軒は父母の恩と同様のものと考え，次のように述べる。「天地のめぐみ
にて生れたる恩のみならず，身を終はるまで天地のやしなひを受くること，たとへば人の身の父母より
生れて後も，父母のやしなひによりてひととなるがごとし。」（同。）「天地」は，その生成と養育におい
て人間に「恩」を与えているのである。そうした「恩」に対しては，子が親に孝を尽くし，恩返しをす
るように，それ相応の報いが必要となる。益軒の考える「天地」＝親への恩返しとは，「天地の御心に
したがふ」ことであり，具体的には「仁」という「人の道」の実践であった。「天地の御心にしたがふ
とは，我に天地より生れつきたる慈愛の徳をうしなはずして，天地の生める所の人倫をあつくあはれみ
うやまふをいふ。」（同）これは，人間にとって必須の「人の職分」（同）であり，大変重要事である。
「大父母」たる「天地の恩」をわきまえ，「身ををはるまで，常につつしんでつかへ奉り，力をつくすべ
きこと」（同）は，天地の子としての人間が「天地」＝親に表すべき孝養なのである。
9)「私慾とは，名利色貨の欲として，名聞を好み，色を好み，貨を好むの類，並びに耳目口体の好む所の
身に私する慾をいふ。」（同，巻之三，心術上）また，益軒は， 自己と他者とを隔てなく愛するという
「仁」の実践を妨げるものとして「私慾」をあげ，次のように述べてもいる。「小人はひとへに我が身を
愛して人を愛せず，人我のへだてふかし。是れ私欲あればなり。是を不仁といふ。」（同）益軒の考える
「私慾」とは，自分自身の快や利益を欲すること，自分自身の身を他者よりも優先して愛することといっ
たような，自己中心的な志向を指すと言える。
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10)「学ばざる人は，内にある楽をしらず。又外なる楽をむなしくす。内外二ながら失へり。」（「楽訓 j巻
之上）
11)たとえば益軒は， 『楽訓 j巻之中全体を費し，春夏秋冬の移り変わり，それぞれの季節における「楽」
について述べ，四季の趣深いありようを筆を尽くして描いている。「かくの如くあめっちの内四時の行
はれ，百物のなれるありさま，目の前にみちみちて，人の見る事をよろこばしめ，心を感ぜしむる事，
大なる楽なるかな。」（同，巻之中）益軒は，見渡せば如何に心を和ませ，喜ばせるものに満ちているの
か，人々に知らしめ，自らのおかれている環境のすばらしさ，味わい深さを享受せしめようとしている。
こうした益軒の意図の裏にはしかし，同じ巻之中に「時節は目に見えて，はやく立としもなけれど， 日
数かさなりゆけば，ーとせの過るほどなし。人の一生をふるも亦年やうやくかさねれば，老死にいたる
事遠からず。（中略）久しからざるうき世に，時のうつりゆく事早ければ，あたら時日をむなしく過す
べからず。」（同）とあるような無常観と，それゆえに一瞬一瞬を大事に過ごし，であう一つ一つのもの
を「楽」しまなくてはならないといった，切実な現実認識が潜んでいることは，見過ごしてはならない。
12)「心あきらかにして世の理をよく思ひしり，物に情あらん人はわが心にある楽をしつて本とし，身の外
四の時をりをりにつきて，天地陰腸の道の行はるるをもてあそび，天地の内なる万のありさまを見きく
にしたがひて，耳目をよろこばしめ心を快くし，其楽極りなくして，手のまひ足のふむ事をしらざるべ
し。」（同，巻之上）
13)「（論者補足： 「天地万物の景気のうるはしさ」を感ずることによって得る「楽」について述べる箇所。）
此楽朝夕つねに目のまへにみちみちてあまりあり。これを楽める人は，すなはち山水月花の主となりて，
人にこひ求むるに及ばず。たからもてかふにあらざれば一銭をつひやさず，こころにまかせてほしいまヽ
にとりて用れどもつきず。つねにわが物としてりやうずれども人いさはず。いかんとなれば，山水風月
の佳景はもとより定れる主なければ也。」（同。下線は論者。）天地万物の景気によって得る「楽」は金
銭によって満たされるものではなく，またそれ故に無尽である。金銭や宝が所有主を限る有限なもので
あるのに対し，こうした「楽」は，無尽蔵で無際限の充足を人間に与える。したがってこの「楽」を味
わった者は，金銭による不完全で不満の生じうる「楽」を求めなくなるのである。
14)こうした「仁」の実践のための工夫を益軒は「恕」と呼び，次のように説明する。「恕は仁にいたらん
とする人の行ふべき工夫なり。仁者はつとめずして，おのづから人を愛す。恕はつとめて仁を行ふ。是
れ仁恕のわかちなり。」（『大和俗訓」巻之三，心術上）益軒は，完璧かつ自然なる他者への愛を「仁」
（愛の完成態）と呼び，それに至るまでの日々の努力や工夫を「恕」として区別する。となると，人間
の営みとは，「仁」を目指す「恕」の実践の積み重ねということになる。益軒が「恕」に愛そうという
努力を読み込み，「仁」には努力や作為を必要としない「おのづから」性を読み込む点は，ほぽ同時代
の古学派の儒学者，伊藤仁斎の「仁は勉めて為すべからず。恕は強めて之を能くすべし。（「童子問』
巻の上，第五十八章）の考えと通じる。が，仁斎が「仁」と「恕」をあくまで別概念と見，（「仁は自ら
是れ仁，恕は自ら是れ恕」（同）両者を分離させて，「恕」を「仁」に至るための前段階や工夫とするこ
とを否定する（「恕を以て仁に至るの功夫と作すべからず。又生熟大小の弁有りと為すべからず。」（同））
ことを考え合わせると，両者の考え方は根本的に異なっている。
15)「民の上に立つ人は，民をやしなふ職分を，天よりさづけ給ふことをしりて，天道にしたがひ，民をく
るしましむべからず。我一人の楽をきはめんとて，おほくの人をくるしむるは，天道の御心にそむけり。
天道おそるべし。」（「大和俗訓』巻之三，心術上）
16)「次には禽獣虫魚草木に至るまで，ひろくあはれむべし。是等は天地の内にて，我が兄弟の列にあらざ
れども，同じく天地の内に生ずる物にして，もとは一気なれば，同類の思ひをなして，みだりにそこな
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ふべからず。」（同）もちろん．禽獣などを愛する場合も．「人物を愛するに．したしきよりうときに及
び，重きよりかろきにいたるべし。」（同）とあるように．愛し方には序列や段階があり．墨家の言う兼
愛とは同列に扱ってはならない。源が同じであるとはいえ．人倫と同等に愛することは許されないし．
ましてや人倫より深く愛することはいうまでもなく不可である。同じ源を共有するが故の禽獣虫魚草木
への愛は．みだりに殺したり切ったりしないといった形で表されるべきものである。なお，道義に沿っ
た上でのそれらの殺生は，（人倫に益を供する故に）認められている。ともあれ，人倫のみならず．禽
獣虫魚草木といったものまでも．それ相応のしかるべき愛し方で愛し，その存在を認めることは，「人
の道」の実践であり．その根拠は「天地」という根源に求められるものである。
17)「坐るには坐の楽あり。立には立の楽あり。行にも，臥にも飲食にも，見るにも，きくにも． ものいふ
にも楽あらずと云事なし。楽はもとより心に生れ付て身にそへるものなればなり。」（「楽訓 j巻之上）
18)このような益軒の考え方は．時代も下り．国学者であるといった立場の相違はあるが，以下に示す本居
宜長の人生観と通底するものがある。「ほどほどにあるべきかぎりのわざをして．穏しく楽く世をわた
らふほかなかりしかば（後略）」（『直毘霊」）もちろん，宣長の場合は「神の道」への随順が想定され，
益軒の場合と根拠とするものは異なる。ただ．両者は，あるがままを現状肯定，受容し，現実に意味を
見出して生きていくといった人間のありようを映し出している点で．同趣であろう。
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